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2021年（令和3年）

10月号

・全国の聖徒団を訪ねて（1面）
・お題目の道を歩む（1面）
・本光寺聖徒団 初めてのよろこび寺子屋（2面）
・日蓮大聖人の歩まれた道（3面）
・よろこびちゃんの質問箱（4面）
・岩田先生の心も体も生き生き！（5面）
・よろこび法話（6面）

今
月
の
内
容

聖徒のための情報誌

〒101-0051
東京都千代田区神田神保町3-25-11
喜助九段ビル702 
九段事務所
電話 03-6272-9340
FAX 03-6272-9341
ホームページ
www.yorokobi-reidanshikai.jp

会　長　大塩孝信
編集人　吉田憲由

毎月１回1日発行

発行所
日蓮宗全国霊断師会連合会
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感
謝
百
万
遍
陀
羅
尼

ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

　
　
　
・ア
ル
バ
ム

日
蓮
宗
の
戒
壇
、

　

そ
の
現
代
的
意
義

Ḷ൥඾ܴ۹ਉ͈ಠ੥ɕ˟ˠ

ᮏᒣ
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功
徳
が
頂
け
る
よ
う
、
日
々
読
経

精
進
し
て
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
」
と
山
﨑
団
長
は
最
後
に

強
く
優
し
く
語
ら
れ
た
。

（
静
岡
東
部　

須
藤
充
康
通
信

員
）

残
っ
て
い
る
。

現
在
、
南
東
向
き
に
平
成

二
十
八
年
に
落
慶
し
た
本
堂
が

建
っ
て
お
り
、
す
ぐ
横
に
北
西
向

き
の
旧
本
堂
が
客
殿
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
旧
本
堂
は
築
九
十
年

程
だ
が
、
昔
は
竹
林
に
囲
ま
れ
て

落
ち
た
笹
の
影
響
で
腐
食
し
、
雨

漏
り
が
ひ
ど
く
、
本
堂
新
築
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

建
設
を
進
め
る
に
は
資
産
が
必

要
だ
が
、
土
地
も
無
け
れ
ば
財
産

も
無
く
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
平

成
十
四
年
か
ら
積
立
を
各
檀
家
よ

り
募
っ
て
は
い
た
が
、
集
ま
り
は

悪
く
、
悩
ん
で
い
た
。

平
成
二
十
三
年
春
に
近
隣
の
寺

院
・
檀
信
徒
と
共
に
七
面
山
に
登

詣
し
た
際
、
当
時
執
事
の
身
延
山

麓
坊
の
望
月
浄
教
住
職
に
「
七
面

山
に
月
参
り
し
て
み
な
さ
い
。
絶

対
七
面
様
が
見
て
く
れ
て
い
る
か

ら
」
と
強
く
勧
め
ら
れ
た
。
以

前
か
ら
月
参
り
を
勧
め
ら
れ
、

今
回
は
こ
の
進
ま
な
い
建
設
計

画
を
自
ら
祈
念
し
よ
う
と
、
そ

の
翌
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
そ

の
間
、
五
十
丁
の
上
り
下
り
を

自
問
自
答
し
、
時
に
は
す
れ
違

い
の
方
か
ら
の
激
励
、
七
面
様

く
。
住
職
や
婦
人
会
の

面
々
で
食
べ
る
お
寺
で
の

お
昼
ご
飯
は
、
山
田
さ
ん

の
楽
し
み
で
も
あ
る
。
旦

那
さ
ん
を
二
十
年
以
上
前

に
亡
く
し
た
山
田
さ
ん
だ

が
、
婦
人
会
に
は
似
た
境

遇
の
方
が
多
く
、
心
の
拠

り
所
に
な
っ
て
い
る
。
独
り
身
の

住
職
の
た
め
に
、
い
つ
も
お
に
ぎ

り
を
握
っ
て
来
て
く
れ
る
山
田
さ

ん
は
、
ひ
と
り
で
食
べ
る
自
宅
の

ご
飯
よ
り
も
、
大
勢
で
食
べ
る
ご

飯
の
方
が
断
然
お
い
し
い
と
言
う
。

普
段
の
日
常
生
活
で
も
朝
は
三

時
に
起
き
、六
時
か
ら
散
歩
を
し
、

そ
の
後
に
お
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ

る
。こ

の
信
仰
に
根
ざ
し
た
規
則
的

な
生
活
も
元
気
の
源
だ
。
人
と
の

繋
が
り
、
季
節
ご
と
の
行
事
、
仏

様
に
仕
え
る
喜
び
、
様
々
な
法
華

経
の
功
徳
や
楽
し
み
が
山
田
さ
ん

を
支
え
て
い
る
。
大
人
数
の
炊
き

出
し
等
の
給
仕
が
大
変
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
言
う
が
、
九
十
歳

に
な
っ
て
も
笑
顔
で
元
気
よ
く
お

参
り
を
続
け
て
く
れ
て
い
る
。

南
の
函
南
に
あ
る
。

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）、
韮

山
本
山
本
立

寺
第
三
世
京

春
院
日
生
上

人
が
、
隠
居

処
・
京
春
庵

と
し
て
開
山

さ
れ
た
。
そ

の
約
百
年
後

の
寛
文
十
年

（
一
六
七
〇
）

に
、
時
の
地

元
代
官
江
川

太
郎
左
衛
門

と
本
立
寺
の

助
力
に
よ

り
、
慈
雲
山

霊
光
寺
の
寺

号
を
頂
戴
し

た
と
寺
録
に

全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

静
岡
県
田
方
郡
函
南
町　

霊
光
寺
聖
徒
団（
山
﨑
海
淳
団
長
）








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



































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
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お
題
目
の
道
を
歩
む

お
題
目
の
道
を
歩
む

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

〜
倶
生
神
月
守
と
共
に
〜

の
参
詣
も
数
え
切
れ
な
い
程
だ
。

九
十
才
を
超
え
て
も
活
発
に
動
き

回
る
元
気
の
源
は
信
仰
に
あ
る
。

毎
月
の
盛
運
祈
願
会
は
勿
論
、
行

事
の
前
に
は
大
掃
除
や
準
備
の
為
、

午
前
中
か
ら
お
寺
の
手
伝
い
に
行

お
車
で
お
越
し
の
方

東
名
高
速
沼
津
Ｉ
Ｃ
・
新
東

名
高
速
長
泉
沼
津
Ｉ
Ｃ
か
ら

伊
豆
縦
貫
道
三
島･

下
田
方

面
へ
↓
伊
豆
縦
貫
道
大
場･

函
南
Ｉ
Ｃ
お
り
る
↓
高
速
の

側
道
七
〇
〇
ｍ
先
『
八
ツ
溝
』

交
差
点
左
折
↓
一
・
五
㎞
先

（
四
つ
め
の
信
号 

左
に
小
学

校
ア
リ
）
左
折
↓
七
〇
〇
先

一
旦
停
止
の
先
の
登
り
坂
の

左
折　

霊
光
寺

熱
海
方
面
か
ら

熱
函
道
路
を
函
南
方
面
へ
向

か
い
『
函
南
駅
入
口
』
交
差
点

を
過
ぎ
一
〇
〇
ｍ
先
『
松
屋
精

米
店
』
の
看
板
の
と
こ
ろ
を
左

折
↓
二
五
〇
ｍ
先
突
き
当
た

り
を
左
折
し
す
ぐ
右
折

電
車
で
お
越
し
の
方

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
函
南
駅
下
車

　

タ
ク
シ
ー
に
て
（
駅
か
ら

寺
ま
で
二
・
三
㎞
）

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
大
場

駅
下
車
タ
ク
シ
ー
に
て
（
駅

か
ら
寺
ま
で
二
・
三
㎞
）

婦
人
会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。

六
十
年
に
も
わ
た
る
法
華
経
へ

の
信
仰
を
通
し
て
、
山
田
さ
ん
は

様
々
な
経
験
を
重
ね
て
き
た
。
各

地
の
お
寺
を
廻
り
、
身
延
山
へ

霊
光
寺
は
伊
豆
半
島
の
入
り

口
、
熱
海
と
三
島
の
間
、
箱
根
の

月
参
り
の
功
徳

三
重
県　

寿
量
寺
聖
徒
団　

加
藤
英
慶　

団
長

山や
ま

田だ

好よ
し

子こ

さ
ん
（
九
十
歳
）

へ
の
報
恩
祈
願
、更
に
は
別
当
様
・

山
務
員
達
の
有
難
い
お
言
葉
に
支

え
ら
れ
た
。
半
年
ほ
ど
し
た
時
、

建
設
計
画
に
進
展
が
見
ら
れ
、「
寄

付
の
方
が
元
気
な
う
ち
に
新
本
堂

を
建
て
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ

た
。
建
設
会
社
を
決
定
し
、
そ
の

後
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
進
ん
だ
。

積
立
を
合
わ
せ
た
各
家
の
寄
付
金

額
を
確
定
し
、
消
費
税
の
変
更
前

の
う
ち
に（
平
成
二
十
六
年
以
前
）

建
設
依
頼
で
き
た
。
二
十
六
年
三

月
地
鎮
式
・
六
月
上
棟
・
二
十
七

年
一
月
引
き
渡
し
・
四
月
遷
座
と
、

晴
れ
て
平
成
二
十
八
年
四
月
落
慶

法
要
と
法
燈
継
承
式
を
無
事
に
行

う
事
が
出
来
た
。

「
苦
労
の
末
に
は
、
良
い
未
来

が
待
っ
て
い
る
、
そ
う
感
じ
ま
し

た
。
倶
生
神
月
守
を
着
帯
し
、
月

参
り
を
行
う
尊
さ
を
実
感
し
、
今

度
は
参
詣
さ
れ
る
皆
様
が
多
く
の木剣修法を行う山崎団長

富士山を背にした新本堂

山
田
さ
ん
が
法
華
経
に
ご
縁
を

い
た
だ
い
た
の
は
、
六
十
年
以
上

も
前
に
な
る
。
姑
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
お
寺
に

お
参
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今

で
は
誰
よ
り
も
お
寺
に
詳
し
く
、
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相
談
例 

井
戸
を
掘
る
方
向

　
（
相
談
者
）
四
十
八
歳　

男
性　

農
家

　

台
所
の
井
戸
を
ポ
ン
プ
に
よ
り
使
用
し
て
い
る
が
、
赤
サ
ビ

で
水
質
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
新
し
く
井
戸
を
掘
り

た
い
。
掘
削
の
費
用
を
叔
父
さ
ん
に
出
費
し
て
も
ら
う
関
係
上
、

な
る
べ
く
費
用
を
か
け
た
く
な
い
。
そ
こ
で
な
る
べ
く
台
所
に

近
く
て
浅
い
と
こ
ろ
で
、
良
水
が
出
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
霊

断
法
で
調
べ
て
も
ら
い
た
い
。

【
御
宝
前
に
て
霊
断
】

〔
霊
断
師
に
よ
る
指
導
〕

　

請
談
者
に
家
の
略
図
を
書
い
て
も
ら
い
家
の
中
心
よ
り
北
東

に
あ
た
る
場
所
を
掘
削
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

﹇
結
果
﹈

　

請
断
者
は
北
東
方
位
、
い
わ
ゆ
る
鬼
門
を
掘
る
こ
と
を
嫌
い
、

最
も
台
所
に
近
い
所
を
掘
り
た
い
と
言
っ
た
。
途
中
に
岩
盤
が

あ
る
か
ら
駄
目
だ
と
指
導
し
た
が
請
断
者
は
強
行
し
、
井
戸
掘

り
は
失
敗
。

　

二
度
目
は
霊
断
に
従
い
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
深
さ
八
間
で
豊
富

な
良
水
を
得
て
、
請
断
者
は
霊
断
の
不
可
思
議
を
再
確
認
し
た
。

家
運 

業
運 

金
融 

縁
談 

交
渉 

取
引 

選
挙 

訴
訟 

失
物 

病
気 

就
職 

受
験 

人
物 

移
転 

旅
行 

企
画 

な
ど

相
談
内
容 　

悩
み
を
抱
え
た
と
き
、
進
路
に
迷
っ
た

と
き
に
は
、
九
識
霊
断
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
お
教
え
か
ら
生

ま
れ
た
運
命
鑑
定
で
す
。

　

幸
せ
な
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
よ
き
人

生
の
た
め
に
。

߇߇߇߇߇߇

　

七
月
二
十
八
日
、
宮
崎
県
日
向
市

本
光
寺
聖
徒
団
（
吉
良
貴
徳
団
長
）

で
、
初
め
て
よ
ろ
こ
び
寺
子
屋
が
開

催
さ
れ
た
。

　

宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
県
の
日
蓮

宗
青
年
会
で
、
寺
子
屋
が
毎
年
一
泊

二
日
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
昨

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、中
止
と
な
っ

た
。
毎
年
、
多
く
の
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
、
本
光
寺
単
独

で
寺
子
屋
を
開
催
す
る
こ
と
に
決
め

た
。

　

十
五
名
の
市
内
の
子
ど
も
た
ち
と

総
代
会
、
婦
人
部
が
協
力
し
て
く
だ

さ
り
、
数
珠
作
り
、
写
仏
、
感
謝
の

お
手
紙
、
夏
休
み
の
宿
題
、
婦
人
部

特
製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、ス
イ
カ
割
り
、

絵
本
読
み
聞
か
せ
「
地
獄
の
お
話
」、

瞑
想
、
祈
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
時
に
は
笑
顔
で

時
に
は
真
剣
に
仏
さ
ま
の
教
え
に
触

れ
た
。

　

寺
子
屋
に
二
回
目
参
加
の
三
浦
湊

士
く
ん
は
「
今
日
は
全
部
の
体
験
を

楽
し
み
に
き
ま
し
た
。
お
寺
は
静
か

で
涼
し
く
て
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

吉
良
団
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
仏
さ
ま
の
教
え
を

伝
え
て
い
き
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

育
て
て
い
き
た
い
。
ま
た
来
年
も
開

催
し
ま
す
！
」
と
夏
の
暑
さ
に
負
け

ず
、
と
て
も
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

本
光
寺
聖
徒
団

本
光
寺
聖
徒
団

初
め
て
の
よ
ろ
こ
び
寺
子
屋

初
め
て
の
よ
ろ
こ
び
寺
子
屋

宮
崎
県
日
向
市　

本
光
寺
聖
徒
団
（
吉
良
貴
徳
団
長
）

　

七
月
三
十
一
日
宮
崎
県
児
湯
郡
都

農
町
の
龍
雲
寺
聖
徒
団
に
て
、
第
十

一
回
龍
雲
寺
わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋
が
開

催
さ
れ
た
。
二
十
名
の
元
気
な
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、
三
密
に
気
を
付

け
な
が
ら
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催

と
な
っ
た
。
龍
雲
寺
の
寺
子
屋
は
住

職
だ
け
で
は
な
く
、
総
代
役
員
さ
ん

や
檀
家
さ
ん
が
何
日
も
前
か
ら
、
準

備
を
し
、
み
ん
な
で
地
域
の
子
ど
も

の
成
長
を
見
守
り
、
支
え
続
け
て
い

る
大
切
な
行
事
で
あ
る
。
寺
子
屋
の

中
で
吉
田
団
長
は
「
寺
子
屋
の
３
つ

の
約
束
！
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し

ょ
う
。
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
ょ
う
。
は
き
も
の
を
そ
ろ
え
ま

し
ょ
う
。
を
守
っ
て
み
ん
な
で
成
長

し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

将
来
の
夢
や
願
い
を
込
め
な
が
ら

プ
ラ
板
で
の
お
守
り
作
り
、
慣
れ
な

い
筆
を
使
い
、
写
佛
体
験
（
今
年
は

ア
マ
ビ
エ
様
）
や
、
数
珠
作
り
と
沢

山
の
仏
教
に
触
れ
、
修
行
に
打
ち
込

ん
だ
。

　

子
供
は
地
域
の
宝
！
聖
徒
団
の
未

来
！
み
ん
な
で
見
守
り
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
育
て
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
暑
い
宮
崎
の
夏
と
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
吹
き
飛
ば
す
、
元
気
い
っ

ぱ
い
わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋
が
夏
休
み
の

ス
タ
ー
ト
と
共
に
楽
し
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

子
供
は
地
域
の
宝
！
聖
徒
団
の
未
来

子
供
は
地
域
の
宝
！
聖
徒
団
の
未
来

宮
崎
県
児
湯
郡
都
農
町　

龍
雲
寺
聖
徒
団
（
吉
田
憲
由
団
長
）

リ
モ
ー
ト
沙
弥
校
・
僧
風
林
開
催

リ
モ
ー
ト
沙
弥
校
・
僧
風
林
開
催
!!!!

　

八
月
二
十
五
日
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

開
催
中
止
と
な
っ
て
い
た
沙
弥
校
・

僧
風
林
が
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ

た
。

　

夏
休
み
も
終
わ
り
が
近
い
中
の
開

催
で
、
沙
弥
校
・
僧
風
林
生
十
人
・

卒
業
Ｏ
Ｂ
四
人
、
沙
弥
校
を
担
当
す

る
先
生
七
名
総
勢
二
十
一
名
が
参
加

し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

の
か
、学
校
の
様
子
は
ど
う
か
、な
ど

互
い
に
近
況
報
告
を
行
い
、リ
モ
ー
ト

で
あ
り
な
が
ら
沙
弥
校
の
縁
で
繋
が

っ
た
全
国
の
友
達
や
先
生
方
と
再
会

で
き
た
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

　

二
年
ぶ
り
に
全
国
の
子
供
た
ち
と

顔
を
合
わ
せ
た
先
生
方
は
、
会
え
な

い
間
に
大
き
く
成
長
し
た
姿
に
涙
を

誘
っ
た
。

　

先
生
達
は
、「
こ
う
し
て
み
ん
な

の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

嬉
し
い
で
す
！
沙
弥
校
の
み
ん
な
に

会
え
る
事
が
先
生
た
ち
の
励
み
で
何

物
に
も
変
え
難
い
「
喜
び
」
で
す
。

来
年
こ
そ
は
沙
弥
校
・
僧
風
林
を
開

催
し
、
再
び
一
同
に
集
ま
り
握
手
で

き
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
来
年
こ

そ
は
必
ず
会
い
ま
し
ょ
う
！
」
と
熱

い
想
い
を
伝
え
、
無
事
に
リ
モ
ー
ト

沙
弥
校
は
閉
校
し
た
。

アマビエ様に願いを込めて

みんなで集合写真

リモート沙弥校の様子

合掌で祈る子どもたち参加者スタッフ笑顔の集合写真
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た
。霊

断
法
講
義
で
は
、
九
識
霊
断
法

の
大
切
さ
か
ら
始
ま
り
、
様
々
な
種

目
の
霊
示
表
を
解
説
す
る
内
容
と
な

っ
た
。
質
疑
応
答
で
は
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
自
己
の
研
鑽

に
活
か
し
、
布
教
に
努
め
て
い
き
た

い
。

 

（
愛
知
県　

山
川
潮
悦
通
信
員
）

八
月
二
十
三
日
、
名
古
屋
市
本
住

寺
に
て
愛
知
県
霊
断
師
会
管
区
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
渦
で
あ
り
な
が
ら
も
十
名

ほ
ど
の
参
加
者
が
集
っ
た
。
各
会
員

の
マ
ス
ク
着
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
本
堂
を
広
く
使
い
、
席
を
離
し
、

扇
風
機
を
使
い
、
換
気
を
十
分
に
し

な
が
ら
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
運
営

を
行
っ
た
。

教
学
講
義
で
は
、
伊
藤
秀
温
講
師

が
運
命
観
と
倶
生
神
観
に
つ
い
て
講

義
を
さ
れ
た
。
運
命
観
で
は「
運
命
」

に
つ
い
て
の
講
義
か
ら
始
ま
り
「
輪

廻
」
へ
と
展
開
し
内
容
の
深
い
講
義

と
な
っ
た
。
ま
た
、
九
識
霊
断
法
と

は
何
か
に
つ
い
て
改
め
て
講
義
を
頂

い
た
。
倶
生
神
観
で
は
倶
生
神
と
は

ど
の
よ
う
な
神
様
か
、
御
遺
文
や
現

代
に
お
い
て
の
例
を
用
い
な
が
ら
説

明
さ
れ
、
改
め
て
倶
生
神
月
守
を
着

帯
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
で
き

「第56回身延大会は、規模を縮小」「第56回身延大会は、規模を縮小」

　全国の霊断師・聖徒の皆さまには、ご自宅にて 10月 10 日共にお経・お題目を大きな声
でお唱え頂き、新型コロナウイルスで亡くなられた方々のご回向と罹患された方々の一日も
早い回復、また感染の終息をお祈りしましょう。身延山とご自宅、ご寺院が一つ心、異体同
心で全世界にお題目を轟かせましょう。
 日蓮宗全国霊断師連合会会長　大塩孝信
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客
は
ま
だ
怒
り
の
収
ま
ら
ぬ
様
子

で
、
さ
ら
に
問
い
か
け
ま
す
。

「
賢
王
は
道
理
に
し
た
が
っ
て
国

民
を
導
き
、
聖
人
は
物
事
の
正
否
を

わ
き
ま
え
て
世
を
治
め
ま
す
。
今
い

わ
ゆ
る
高
僧
と
呼
ば
れ
る
方
々
に
対

ల
ຐ
਱
্
ٝ

ల
ຐ
਱
্
ٝ

඾
Ⴑ
ఱ
୉
૽
⅛
༜
Ⅻ
ⅶ
⅍
ൽ

඾
Ⴑ
ఱ
୉
૽
⅛
༜
Ⅻ
ⅶ
⅍
ൽ

し
、
国
じ
ゅ
う
の
人
々
が
帰
依
を
し

て
い
ま
す
。
も
し
貴
殿
の
主
張
す
る

よ
う
に
こ
れ
ら
の
僧
が
悪
僧
だ
と
す

れ
ば
、
賢
明
な
王
が
信
頼
を
寄
せ
た

り
、
賢
人
が
師
と
し
て
仰
ぐ
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
妄

言
を
吐
い
て
、
そ
の
よ
う
に
世
の
僧

侶
を
中
傷
す
る
の
で
す
か
。
い
っ
た

い
誰
を
指
し
て
悪
僧
だ
と
い
わ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
」

悪
世
の
僧
の
謗
法
に
つ
い
て
、

様
々
な
経
文
に
明
ら
か
で
あ
る
と
の

文
証
を
あ
げ
ら
れ
れ
ば
、
も
う
そ
こ

で
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
客
と
し
て
は

腑
に
落
ち
な
い
よ
う
で
す
。
主
人
の

話
を
「
妄
言
」
と
断
じ
、
も
し
本
当

だ
と
い
う
の
な
ら
ば
、
現
に
誰
が
そ

う
な
の
だ
と
問
い
詰
め
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
主
人
は
、「
様
々

に
例
を
あ
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
こ
に
一
人
の
者
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
万
事
を
推
察

し
て
下
さ
い
」
と
前
置
き
を
し
、
例

と
し
て
一
人
の
高
僧
に
つ
い
て
話
し

始
め
ま
し
た
。

「
後
鳥
羽
上
皇
の
治
世
に
法
然
房

源
空
と
い
う
僧
が
い
て
、「
選
択
本

願
念
佛
集
」
と
い
う
書
物
を
著
わ
し

ま
し
た
。
そ
し
て
釈
尊
ご
一
代
の
尊

い
教
え
を
破
棄
し
て
、
多
く
の
人
び

と
を
迷
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」

と
。日

蓮
宗
の
檀
信
徒
で
あ
っ
て
も
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
法
然
」
と
い
う

名
前
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら

く
誰
も
が
歴
史
の
時
間
に
習
っ
た
で

あ
ろ
う
、
ご
存
じ
「
日
本
浄
土
宗
の

祖
」
と
称
さ
れ
る
高
僧
で
す
の
で
、

こ
れ
は
い
き
な
り
大
物
を
例
に
出
し

て
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

法
然
上
人
は
他
の
開
祖
、
宗
祖
と

呼
ば
れ
る
方
々
と
同
様
に
比
叡
山
に

て
学
僧
と
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら

当
然
『
法
華
経
』
を
中
心
と
し
た
天

台
教
義
を
深
く
学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ

う
。
ま
し
て
日
蓮
大
聖
人
よ
り
も
ひ

と
時
代
前
の
方
で
す
か
ら
、
山
内
の

学
風
は
宗
祖
の
時
代
よ
り
も
一
層
色

濃
く
天
台
色
に
染
ま
っ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
法
然
上
人
は
『
法
華
経
』

を
捨
て
置
き
、『
無
量
壽
経
』
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
浄
土
経
典
に
心
を

寄
せ
て
い
く
の
で
す
。
そ
し
て
つ
い

に
は
称
名
念
佛
に
よ
る
往
生
を
説
く

「
選
択
集
」
を
著
す
に
ま
で
至
る
の

で
す
か
ら
、
ま
さ
し
く
主
人
の
い
う

通
り「
釈
尊
の
尊
き
教
え
を
破
し
た
」

と
非
難
さ
れ
て
も
致
し
方
あ
り
ま
せ

ん
。

愛
知
県
霊
断
師
会
で
管
区
研
修
会

愛
知
県
霊
断
師
会
で
管
区
研
修
会

永田智瑛師の霊断法解説講義

　本年 10月９日（土）～ 10日（日）に開催予定の第 56回身延大会について、
１、昨年の第 55回大会同様、聖徒団の参加を中止し、少人数の霊断師による開催とします。
２、10月 10日（日）に現地集合し、輪番奉仕の後、祖廟にて祈願・回向を行います。
３、祈願・回向を全国の聖徒団より受け付けます。

伊藤秀温師の教学講義
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　清水房は身延山久遠寺の塔頭
寺院の一つで、西谷の中にあり
ます。
　開基龍華樹院日像上人は、臨
終間際の日蓮大聖人から京の都
に教えを広めるよう託されまし
た。その悲願を達成すべく身延
山にて七日七晩加護を祈念した
ところ、満願の日に清水が湧き
出しました。以来この水を「龍華
水」と呼び、坊は「龍華樹院 清水
房」と名付けられ、現在に至りま
す。途中、実教坊、妙福坊、光
精坊を合併しました。現在の清水房の本堂は、富士川町（旧増穂町）青柳に
在ったお寺を移築してきた物です。
　「笑顔の給仕、心の給油所」を信条として、身延山参拝の方のお手伝
いをさせていただいております。

開創：永仁元年（1293年）
開基：肥後阿闍梨日像上人
ホームページ　http://www.shimizubo.org/

　

本
抄
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
下
総
国
の
女

性
門
下
で
あ
る
富
木
尼
御
前
に
与
え
ら
れ

た
お
手
紙
で
あ
る
。
尼
御
前
の
夫
・
常
忍

は
、
亡
く
な
っ
た
母
の
遺
骨
を
携
え
て
、

身
延
の
大
聖
人
の
元
を
訪
れ
、
母
の
臨
終

の
様
子
や
家
族
の
近
況
等
を
報
告
し
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
帰
途
に
つ
く
常
忍
に
託

し
て
、
妻
の
尼
御
前
に
与
え
ら
れ
た
の
が

本
抄
で
あ
る
。
本
抄
の
冒
頭
で
は
、
尼
御

前
が
姑
の
介
護
に
尽
く
し
て
く
れ
た
こ
と

を
、
夫
が
心
か
ら
感
謝
し
て
い
た
と
、
常

忍
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
よ
う
に
綴
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
尼
御
前
の
病
気
を
思
い

や
ら
れ
、「
法
華
経
の
行
者
」
が
病
魔
に

負
け
る
こ
と
な
ど
断
じ
て
な
い
と
激
励
さ

れ
て
い
る
。

　

今
月
引
用
の
御
文
は
、
い
か
な
る
境
遇

に
あ
ろ
う
と
も
、
妙
法
蓮
華
経
へ
の
信
心

で
必
ず
成
佛
で
き
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て

い
る
。

　

大
聖
人
は
、
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
富

木
尼
が
成
佛
し
て
、
龍
女
や
摩
訶
波
舎
波

提
と
並
ぶ
存
在
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
龍
女
は
法
華

経
の
会
座
で
、
即
身
成
佛
の
姿
を
示
し
、

ま
た
、
釈
尊
を
養
育
し
た
摩
訶
波
舎
波
提

は
、
釈
尊
の
教
団
に
あ
っ
て
、
女
性
と
し

て
最
初
の
出
家
者
で
あ
り
、「
一
切
衆
生

喜
見
如
来
」
と
し
て
未
来
の
成
佛
を
約
束

さ
れ
た
。

　

大
聖
人
は
重
ね
て
、
間
違
い
な
く
成
佛

で
き
る
喜
び
を
「
あ
ら
う
れ
し
、
あ
ら
う

れ
し
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
生
き
て
い

く
上
で
、
現
実
の
苦
し
み
や
悩
み
が
全
く

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

し
か
し
、
妙
法
蓮
華
経
の
信
心
を
貫
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
試
練
や
苦
難
に
も
揺
ら
ぐ

こ
と
な
く
、
成
佛
と
い
う
絶
対
的
な
安
心

の
境
涯
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

我
等
は
佛
に
疑
い
な
し
と
を
ぼ
せ
ば
、
何
の
嘆
き
か
有
る
べ

き
。
き
さ
き
（
皇
妃
）
に
な
り
て
も
何
か
せ
ん
。
天
に
生
れ

て
も
よ
う
し
な
し
。
龍
女
が
あ
と
を
つ
ぎ
摩
訶
波
舎
波
提
比

丘
尼
の
れ
ち
（
列
）
に
つ
ら
な
る
べ
し
。
あ
ら
う
れ
し
、
あ

ら
う
れ
し
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え

さ
せ
給
え

『
富
木
尼
御
前
御
返
事
』
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
聖
寿
五
十
五
歳

　

訳
：
私
た
ち
は
、
佛
に
な
る
こ
と
は
絶
対
に
疑
い
な
い
と
思
え
ば
、
何
の
嘆
き
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
皇
妃
に
な
っ
て
も
、
ま
た
天
上
界
に
生
ま
れ
て
も
、
何
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
龍
女

の
あ
と
を
継
ぎ
、
摩
訶
波
舎
波
提
比
丘
尼
の
列
に
並
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
な
ん
と
嬉

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
て
い
き
な
さ
い

教学部長
和歌山県龍光寺聖徒団団長
松 森 孝 雄

み
お
し
え

身延山で身延山で
お会いしましょうお会いしましょう
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住職　内野光智上人
〒409-2524 山梨県南巨摩郡身延町身延3616
電話： 0556-62-1054

清水房

よろこびちゃんに
質問がある方は
九段事務所まで
ご連絡ください。
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七
面
山　お

万
の
方
と
白
糸
の
滝
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【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１　

秋
の
味
覚
。
山
梨
県
が
生

　
　

産
量
ト
ッ
プ
で
す

２　

あ
ち
こ
ち
の
病
院
を
…
…

　
　

に
さ
れ
、
や
っ
と
診
療

３　

災
い
の
こ
と
で
す

４　

案
内
書
。
…
…
ブ
ッ
ク

５　

「
啄
木
鳥
」
と
書
く
鳥

７　

「
翌
檜
」
と
書
く
樹
木

９　

ベ
ー
ス
と
も
い
い
ま
す

11　

引
っ
越
し
の
お
知
ら
せ

13　

短
い
演
劇

15　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
英
雄
が

　
　

矢
を
射
ら
れ
た
の
は
…
…
腱

17　

古
代
の
焼
き
物

19　

わ
さ
び
や
ね
ぎ
な
ど

21　

香
川
県
の
別
名
は
…
…
県

23　

ア
ニ
メ
映
画
「
も
の
の
け

　
　

姫
」
の
ヒ
ロ
イ
ン

■ヨコのカギ
１　劇などを演じる場所
３　陰暦で9月のこと
６　出船の時、鳴らします
７　たやすく訳ないこと
８　コンピューターにも感
　　染します
10　現首相はメルケルさん
12　引きます
14　……は本能寺にあり
15　五穀の一つ
16　パリは花の都、……は
　　霧の都
18　新聞……。……会見
20　かなり痛いです
22　丑三つ時には寝ている
24　「独活」って読めます
　　か？　植物です
25　眠いです。……不足
26　昔は店賃と言いました

〈
材
料　

２
人
分
〉

　

ナ
ス
３
〜
４
個
、
そ
う
め
ん
３

〜
４
束
、
麺
つ
ゆ
・
水
各
適
量
、

万
能
ネ
ギ
の
小
口
切
り
適
量
、
す

り
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
少
々
。

〈
作
り
方
〉

　

①
ナ
ス
は
、
へ
た
を
切
り
落
と

さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、

包
丁
で
根
元
に
１
周
浅
く
切
り
込

み
を
入
れ
る
。
さ
ら
に
縦
に
１
〜

２
本
浅
く
切
れ
目
を
入
れ
る
。

　

②
温
め
て
お
い
た
魚
焼
き
グ
リ

ル
に
ナ
ス
を
並
べ
、
時
々
転
が
し

な
が
ら
10
分
ほ
ど
焼
く
。

　

③
粗
熱
が
取
れ
た
ら
、
へ
た
を

落
と
し
、
皮
を
む
い
て
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
裂
く
。

　

④
鍋
で
お
湯
を
た
っ
ぷ
り
沸
か

し
、
そ
う
め
ん
を
ゆ
で
る
。
流
水

で
も
み
洗
い
し
て
、
ざ
る
に
上
げ

る
。
水
気
を
よ
く
切
っ
て
か
ら
器

に
盛
る
。

　

⑤
③
を
の
せ
、
好
み
の
濃
さ
に

し
た
麺
つ
ゆ
を
注
ぐ
。
そ
の
上

に
万
能
ネ
ギ
を
ち
ら
し
、
お
ろ
し

シ
ョ
ウ
ガ
を
添
え
る
。

【
お
ス
ス
メ
の
食
べ
方
】

　

焼
き
ナ
ス
を
冷
蔵
保
存
す
る
場

合
は
皮
付
き
の
ま
ま
で
。
皮
を
む

く
と
水
分
が
出
て
味
が
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。
保
存
期
間
は
２
〜
３

日
。
ぽ
ん
酢
と
ラ
ー
油
や
、
塩
と

エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
か
け
て
も
グ
ッ
ド
！

（102）運動で不安や
　　　 ストレス軽減を

医師・山本晴義

カップルで （102）運動で不安や
　　　 ストレス軽減を

医師・山本晴義

家庭料理研究家　池上 正子

カップルでカップルで
一 緒 に 食 べ よ

焼きナスのせそうめん

家庭料理研究家　池上   正子

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

よく息をすることは、よく生きること！

　人は一生の間に、なんと６～７億回も息をす
るそうです！
　呼吸の仕方ひとつで、心身の健康が大きく左
右されるのも道理ですね。

息が浅いとストレスが増える？
　イライラしているとき、不安なとき焦っているとき・・・そんな
ときはいつの間にか呼吸は浅くなっているもの。
　浅い呼吸とは、肩や胸だけで行っている呼吸で、肺の一部にし
か酸素を届けることができません。
　そうなると、体や心に好ましくない影響が出てくるのは当然の
こと！
　また、脳や自律神経に影響を及ぼしストレスを増幅させ、酸素
不足により、内臓の機能低下も招きかねないのです。

「腹式呼吸法」にチャレンジ！
　意識して息を整えることで、心身の状態をコントロールする！
これが呼吸法です。
　人前で話すとき、心を落ち着けるために深呼吸したりするのも、
呼吸の力に着目した知恵と言えるでしょう。

①ゆっくりと口から息を吐きます。
　体の中の空気を全て外に出すつもりで、時間をかけて吐きま
しょう。
　お腹が徐々に引っ込むように気をつけます。
②鼻から深く息を吸います。
　舌を上あごにつけるようにし、下腹が膨らむように気をつけます。
③再び口から息を吐きます。
　吸った時間より
も1.5倍から２倍
かけるつもりで、
長く、ゆっくり
と！！
④この動作・呼吸
を繰り返します。
　息を吐く時間が吸
う時間の４倍くら
いの長さになるよ
うに頑張りましょ
う！！！

ૺ
Ⅾ
₏

ૺ
Ⅾ
₏

!!

ࠒ
℺
ⅵ
Ⴀ
౯
঍

ࠒ
℺
ⅵ
Ⴀ
౯
঍

宮
崎
県
日
向
市
本
光
寺
聖
徒
団 

 
吉
良
貴
徳
団
長

　

先
月
号
小
野
上
人
よ
り
繋
が

り
ま
し
た
吉
良
貴
徳
で
す
。

　

只
今
、
宮
崎
県
日
向
市
本
光

寺
で
日
々
、
布
教
活
動
中
。
十

二
年
前
に
地
元
大
分
県
か
ら
宮

崎
県
へ
。

　

友
達
も
知
り
合
い
誰
一
人
い

な
い
中
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
厄
除
水
行
や
寺
子
屋

な
ど
聖
徒
団
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
、
地
元
を
巻
き
込
む
お

寺
の
行
事
を
開
催
。
今
で
は
た

く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。

　

趣
味
は
草
野
球
と
温
泉
巡
り

と
ア
ジ
サ
イ
園
芸
。
宮
崎
県
一

の
ア
ジ
サ
イ
寺
を
目
指
し
、

日
々
草
刈
り
と
剪
定
。

　

ア
ジ
サ
イ
の
よ
う
に
、
子
ど

も
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
集
ま
る

お
寺
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
す
！

ス
マ
ホ
か
パ
ソ
コ
ン
で

検
索
し
て
み
て
ね

★ 

抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な

景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏
名　

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【 

答
え
の
送
付
先 

】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
•

25
•

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所　

宛

⃄
先
月
号
の
答
え
は

　
　
　
「
カ
キ
キ
ユ
ウ
カ
」

　

八
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

　

①
栃
木
県
さ
く
ら
市　

神
山
之
雄
様

　

②
新
潟
県
新
発
田
市　

前
田
英
則
様

　

③
岩
手
県
盛
岡
市　

佐
藤
和
子
様

※ 

景
品
は
「
よ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
」
で
す
。
皆
さ

ん
ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
。

̭͍̻͈ͧͭ͢͝·Λ΅ϋΈ

下腹の
動きを 鼻から深く

息を吸

ゆっくりと
口から息を吐

景
品
が
当
た
り
ま
し
た
。

൞
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ෞΠτġ·υΑχȜΡ
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日蓮宗霊断師会連合会　会長
日蓮宗宗会議員霊断院院長

〒100-0402
東京都新島村本村3－1－4
　TEL 04992(5)0168
　FAX 04992(5)0111

三 松 山  長 栄 寺
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ಿ
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঳
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ര
౬

₉
૒
ઐ
₉
෨
࠮
⅏
⁂
ⅼ

も
成
仏
さ
せ
、
将
来
の
自
分
、
未
来
世
の

自
分
へ
と
届
き
ま
す
。

　

大
切
な
事
は
現
実
を
受
け
止
め
て
今
日

一
日
を
し
っ
か
り
と
御
題
目
と
共
に
生
き

る
事
で
す
。

自
分
の
ル
ー
テ
ィ
ン

　

良
き
習
慣
は
そ
れ
が
心
地
よ
い
事
だ
か

ら
長
続
き
し
ま
す
。

　

私
は
毎
日
、
就
寝
前
に
布
団
の
上
で
正

座
を
し
、
⌞
生
神
月
守
を
手
に
挟
み
合
掌

を
し
ま
す
。
本
堂
に
在
す
諸
天
善
神
・
⌞

生
神
様
・
家
族
・
今
日
出
会
っ
た
方
々
、

そ
し
て
一
日
動
い
て
く
れ
た
自
分
の
体
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
の

想
い
を
込
め
、
心
の
中
で
御
題
目
を
お
唱

え
し
ま
す
。
そ
し
て
⌞
生
神
月
守
を
枕
の

下
に
置
き
眠
り
に
つ
き
ま
す
。

　

朝
は
⌞
生
神
月
守
を
手
に
そ
の
日
の
無

事
を
願
い
、
夜
は
何
事
も
な
く
終
え
た
事

に
感
謝
を
し
ま
す
。
⌞
生
神
月
守
は
、
常

に
私
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ
る
⌞
生
神
様

の
御
宿
で
す
か
ら
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
世
に
人
と
し
て
生
ま
れ
た
一
番
の

喜
び
は
、
御
題
目
に
出
会
え
た
事
、
そ
の

喜
び
を
噛
み
し
め
て
今
を
楽
し
く
一
日
一

日
を
御
題
目
と
共
に
生
き
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

よろこび法話よろこび法話
御題目と共に今を生きる
―俱生神月守に護られて―

　

疫
病
や
世
界
恐
慌
は
歴
史
の
教
科
書
の

中
の
出
来
事
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

実
に
体
験
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

疫
病
も
現
代
で
は
感
染
症
予
防
の
為
の

ワ
ク
チ
ン
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ

も
未
知
の
も
の
故
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。

接
種
し
て
も
良
い
の
か
、
薬
の
副
作
用
は

大
丈
夫
か
・
・

　

不
安
に
思
っ
て
い
る
よ
り
も
九
識
霊
断

法
に
依
っ
て
私
を
守
護
し
て
下
さ
る
⌞
生

神
様
に
お
伺
い
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
す

る
と
多
少
の
副
反
応
は
あ
る
が
接
種
し
た

方
が
良
い
と
の
事
で
し
た
。

　

皆
様
も
ど
ん
な
事
で
も
一
生
懸
命
に
考

え
て
も
答
え
に
迷
う
時
は
、
九
識
霊
断
法

で
自
分
を
守
護
し
て
下
さ
る
⌞
生
神
様
に

お
尋
ね
下
さ
い
。
人
智
で
は
及
ば
な
い
事

を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
よ
り
良
い
道
を
お

示
し
下
さ
い
ま
す
。

　

今
年
五
月
、
百
歳
の
女
性
が
コ
ロ
ナ
に

罹
り
一
時
は
重
症
だ
っ
た
も
の
の
完
治
し

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
方
は
と
て
も
お
洒
落
な
方
で
九
十
歳
を

過
ぎ
て
も
新
し
い
習
い
事
を
始
め
、
海
外

旅
行
に
も
行
き
た
い
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
女
性
の
座
右
の
銘
は
「
今
を

楽
し
く
」
で
、
女
性
が
ど
の
様
な
信
仰
を

持
っ
て
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
今

を
生
き
る
」
事
は
法
華
経
の
大
切
な
教
え

で
す
。

　
「
今　

本
時
の
娑
婆
世
界
は
、
三
災
を

離
れ
四
劫
を
出
（
い
）
で
た
る
常
住
の
浄

土
な
り
。」

 

『
観
心
本
尊
抄
』

　

今
の
一
瞬
一
瞬
を
楽
し
く
充
実
し
た
生

活
を
す
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
未
来
へ
の

幸
せ
に
繋
が
っ
て
行
き
ま
す
。
今
、
辛
い

思
い
を
さ
れ
て
い
る
方
は
そ
の
中
で
も
一

生
懸
命
に
生
き
て
い
る
自
分
を
抱
き
し
め

て
下
さ
い
。

　
「
苦
を
ば
苦
と
さ
と
り
、
楽
を
ば
楽
と

ひ
ら
き
、
苦
楽
と
も
に
思
合
て
、
南
無
妙

法
蓮
華
経
と
う
ち
と
な
へ
ゐ
（
唱
居
）
さ

せ
給
へ
。」

 

『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』

　

誰
の
人
生
に
も
苦
楽
が
あ
り
ま
す
。
ど

ん
な
時
も
全
て
を
御
題
目
に
委
ね
一
心
に

お
唱
え
し
、乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

世
の
中
に
は
自
分
の
過
去
に
と
ら
わ
れ

て
生
き
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
昔
に

誰
か
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
、

時
折
思
い
出
し
て
は
怒
り
や
悲
し
み
を
新

た
に
し
ま
す
。

　

例
え
ば
怪
我
を
し
て
傷
と
な
っ
て
も
、

そ
こ
に
瘡か
さ
ぶ
た蓋
が
出
来
て
自
然
と
剥
が
れ
て

傷
は
治
り
ま
す
。
剥
が
れ
る
の
を
待
て
ず

瘡
蓋
を
取
れ
ば
、
ま
た
血
が
流
れ
ま
す
。

心
の
傷
も
同
じ
で
過
去
を
何
度
も
思
い
起

こ
し
、
怒
り
や
悲
し
み
を
新
た
に
し
て
い

る
と
し
た
ら
傷
を
付
け
て
い
る
の
は
自
分

で
す
。
そ
の
事
に
気
づ
か
ず
昔
の
事
に
心

捕
ら
わ
れ
て
い
る
人
は
過
去
を
生
き
て
い

る
人
で
す
。

　
「
過
去
の
現
実
は
変
え
ら
れ
な
い
が
過

去
へ
の
執
着
は
変
え
ら
れ
る
」

　

そ
の
辛
い
過
去
を
乗
り
越
え
て
来
た
か

ら
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
事
に
感
謝
し

「
今
を
生
き
る
」
事
が
大
切
で
す
。

　
「
只
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
だ
に
も
唱
へ

奉
ら
ば
、
滅
せ
ぬ
罪
や
有
べ
き
、
来
ら
ぬ

福
や
有
べ
き
。
真
実
也
。
甚
深
也
。
是
を

信
受
す
べ
し
。」

 

『
聖
愚
問
答
抄
』

　

昔
に
傷
つ
い
た
自
分
、
過
去
世
で
傷
つ

い
た
自
分
、
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
自

分
も
御
題
目
は
救
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
今

の
自
分
の
信
仰
生
活
が
過
去
世
の
自
分
を

૰
ජ
୼
ࡇ
઀
ന
ࡔ
ঌ₉

ུ
ങ
঳
୉
ര
౬

Ⴀ
౯
֭
࣒
঍

戸
田
雅
子

本
誌
イ
ラ
ス
ト　

小
川
け
ん
い
ち
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஠࣭͈̭͍̻ͧͭ͢͝ wpm/:7

宮
城
県
仙
台
市

経
王
寺
聖
徒
団

（
元
木
蓮
尚
団
長
）

宮
崎
県　

大
橋
厚
子
さ
ん
の
絵
手
紙
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ⅸ
⁂
⅕
ٰ
਀
ঞ

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
宛
先
ま
で
！

　

〒
１
０
１ -

０
０
５
１　

東
京
都
千
代
田
区
神

田
神
保
町
３ -

25 -

11　

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

 

　

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会

 
 

九
段
事
務
所

Ⅸ
手て

嶋し
ま

愛あ

心の
ん

ち
ゃ
ん　

九
歳

鉄
棒
名
人
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

乗
り
物
大
好
き
な
活
発
な
五
才
で
す

 

（
宮
城
県　

櫻
井
妙
申
通
信
員
）

手て

嶋し
ま

徠ら
い

琥や

く
ん　

五
歳
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